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 公益性と非営利性をもつ社会福祉法人として、また住民参加の地域福祉活動を推進する社会福

祉協議会として、地域住民や関係機関の理解と信頼を得られる事業展開を行うことは重要な課題

です。そのため、理事会・評議員会を中心にした社協組織全体でのチェック体制の強化に努め、

財務状況や事業内容の積極的な公表等と合わせて事業運営の透明性を確保しながら、住民の共感

を得られるように広報活動に努めました。 

 

１．法人運営事業 

 

（１）理事会・評議員会を開催し、社会福祉法人としての適性に組織および事業の運営図った。 

  ①理事会の開催 

第1回　令和５年４月１３日（木）

議案第１号 令和４年度補正予算について

議案第２号 令和５年度補正予算について

議案第３号 財政調整積立金の取り崩しについて

議案第４号 令和５年度臨時評議員会の招集について

第２回　令和５年６月６日（火）

議案第５号 令和４年度事業報告について

議案第６号 令和４年度収支決算について

議案第７号 上川高齢者生活福祉センター施設整備事業について

議案第８号 阿賀町共同募金委員会助成審査委員について

議案第９号 理事候補者の推薦について

議案第１０号 監事候補者の推薦について

議案第１１号 令和５年度定時評議員会の招集について

報告事項 １．社会福祉充実残額について

２．社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会会長職務執行状況の報告について

議案第１２号 監事候補者の推薦について

議案第１３号 会長及び副会長の選任について

議案第１４号 評議員選任・解任委員会委員の選任について

議案第１５号 社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会表彰者の決定について

第３回　書面決議（令和５年６月２１日）

第４回　令和５年６月２３日（金）

第５回　書面決議（令和５年１０月２７日）

 

Ⅰ 法人運営の基盤強化 
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第６回　令和６年３月４日（月）

議案第１６号 社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会職員等給与の支給に関する規程の一部改正

について

議案第１７号 社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会臨時職員等就業規程の一部改正について

議案第１８号 ふれあいデイサービス阿賀運営規程の一部改正について

議案第１９号 津川デイサービスセンターに関する運営規程の一部改正について

議案第２０号 鹿瀬デイサービスセンターに関する運営規程の一部改正について

議案第２１号 上川高齢者生活福祉センターに関する運営規程の一部改正について

議案第２２号 ケアプランセンターやまぶき運営規程の一部改正について

議案第２３号 令和６年度事業計画について

議案第２４号 令和６年度収支予算について

議案第２５号 社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会福祉サービス苦情解決委員の選任について

議案第２６号 令和５年度臨時評議員会の招集について

議案第２７号 社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会が経営する施設の長の変更承認について

報告事項 １．社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会会長職務執行状況の報告について

２．令和６年度社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会組織体制について
 

   

  ②評議員会の開催 

議案第１号 令和４年度補正予算について

議案第２号 財政調整積立金の取り崩しについて

議案第３号 令和５年度補正予算について

議案第４号 令和４年度事業報告について

議案第５号 令和４年度収支決算について

議案第６号 役員の選任について

報告事項 １．社会福祉充実残額について

第３回　令和６年３月２１日（木）

議案第７号 令和６年度事業計画について

議案第８号 令和６年度収支予算について

報告事項 １．諸規定の一部改正について

２．社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会福祉サービス苦情解決委員について

３．令和６年度社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会組織体制について

第１回　令和５年４月２７日（木）

第２回　令和５年６月２３日（金）
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（２）研修会の開催

研修名

対　象

講　師

日　時

内　容

・地域福祉活動計画はなぜ必要なのか

地域福祉活動計画策定に係る法人内部研修

主任以上の職員

新潟医療福祉大学社会福祉学部教授　青木　茂　氏

令和５年７月２１日（金）　17：30～19：00

・地域福祉活動計画に取り組むにあたり

  

（３）社会福祉協議会会費について、事業実施に必要な自主財源の確保に努めた。 

◼ 会員募集 ４月～５月 

◼ 会費（年額）一般会員   ５００円／賛助会員 １，０００円 

  特別会員 ２，０００円 

区　分 加入数 金額 加入数 金額

一般会員 2,156 1,121,909 2,362 1,176,087 △ 54,178

賛助会員 111 116,000 124 142,000 △ 26,000

（加入率） 52% 56%

特別会員 104 291,000 102 298,000 △ 7,000

合　計 1,528,909 1,616,087 △ 87,178

※令和５年４月１日現在　世帯数：4,323

※令和４年４月１日現在　世帯数：4,410

令和４年度
増減

令和５年度

加入率は４月１日現在の世帯数に対する会員加入数

から算出
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（４）会計実務に関する定期的な指導を受け、会計処理の適正化を図った。

日にち 内容等

令和5年9月14日 ①財務三表整合性

令和6年1月18日 財務三表間の整合性を各サービス区分において確認

②預貯金勘定・財産科目の残高について

預貯金勘定残高と各通帳・証書残高との一致を確認

貸借対照表科目の不明残高の確認

③追加・修正事項

④特記事項

インボイス制度について

⑤その他

介護事業損益状況・資金収支状況

監査状況、社会福祉充実残額算定について
 

  

（５）行政や関係機関より受任する役員・委員等として、各種会議に参加し連携を図った。 

名　称 出席回数

阿賀町介護保険事業計画策定委員会 ４回

阿賀町地域包括支援センター運営協議会 １回

地域ケア推進会議 １回

新潟県共同募金会理事会 ２回

阿賀町障害者自立支援協議会 １回

阿賀町国民健康保険運営協議会 3回

阿賀町成年後見センター運営委員会 2回

新潟県社会福祉協議会　地域における権利擁護体制の推進検討委員会 1回

阿賀町介護認定審査委員会（2名） 50回
 

 

（６）第三者委員会を設置して、福祉サービスの苦情解決制度を運用した。 

令和6年2月13日福祉サービス苦情解決委員会 ７事案報告
 

 

２．広報活動 

（１）社協だより「よつば」を発行し、社協の取組みを広く発信した。 

 ・発行部数  ４，７００部 

 ・発行月 ４月・７月・１０月・１月（年４回） 

 ・配布の範囲 町内世帯、特別会員（企業・事業所）、学校等関係機関 
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（２）公式ホームページを運営し、だれでも・いつでも「見える社協」をこころがけ、社協の地 

   域福祉活動の紹介や報告、介護保険事業所の情報発信に努めた。 

 

（３）社協 Facebook およびボランティアセンターLINE 公式アカウントによる SNS 活動に取組 

   み、よりターゲットを絞り込んだ広報活動を行い、活動への参加・協力を呼びかけた。 

 ・Facebook フォロワー   ５３５人 

 ・町ボランティアセンター公式アカウント  ３１人 

 

 

 

 

 人と人、人と地域社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割をもち、助け合いながら地域

で安心して暮らすために、小地域活動や住民による見守り・支え合い活動の推進を、担い手づく

りや福祉教育と結び付けて推進する取組みに努めました。 

 

１．地域福祉活動計画推進事業 

（１）地域で起きている生活課題を住民や団体、事業所、行政等で解決する仕組みづくりとして 

   「地域福祉活動計画」の策定にあたり、地域座談会やヒアリング、アンケートを実施し、 

   地域の課題や住民ができることの把握に努めた。 

地区座談会（津川会場） 11月14日 参加者 28名

地区座談会（鹿瀬会場） 11月21日 参加者 16名

地区座談会（上川会場） 11月28日 参加者 29名

地区座談会（三川会場） 12月4日 参加者 22名

子育て世代アンケート ～1月31日 高校生39名／保護者60名

団体ヒアリング ～2月末 地域サロン　27団体

民生委員児童委員協議会各支部　4団体

商工会　3団体

食生活改善推進員協議会支部　3団体

ボランティア団体　7団体

地域団体　4団体　

各地区老人クラブ　4団体

町消防団

障がい者団体　2団体

障がい事業所　3社  

 

（２）地域福祉活動計画策定委員会を設置し、幅広い委員の参画により多様な視点による計画づ 

   くりに努めた。 

   委員長には、アドバイザーとして招聘した新潟医療福祉大学社会福祉学部 青木 茂教授 

   が就任した。 

Ⅱ みんなで支え合う地域づくりの推進 
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日にち 出席 主な内容

10月31日 14名 １．正副委員長の選出について

（欠席3名） ２．阿賀町地域福祉活動計画策定に向けて

（1）令和５・６年度のスケジュールについて

（2）ヒアリング・アンケート項目について

（3）地域座談会について

（4）作業部会（ワーキングチーム）の設置について

（5）第2回策定委員会について  

 

２．阿賀町ボランティアセンター運営事業 

（１）担い手づくりを進めるにあたり、地域福祉活動への参加についてボランティア講座・きっ 

   かけ講座を開催し、福祉教育の推進に努めた。 

開催日 講座名 内容 参加数

7月28日 ささエール！

ボランティア講座（１）

・今なぜボランティアが必要なのか（事務局）

・味方になりきるコミュニケーション講座

　新潟県ゲートキーパー協会　時田幸子　氏

４名

8月4日 ささエール！

ボランティア講座（２）

・コーヒー講座　おやG’ｓキッチン

・認知症サポーター養成講座

　阿賀町認知症地域支援推進員

　ハーティプラザみかわ　讃岐久美子　氏

２１名

2月3日 ジョセササイズ講座 ・除雪×温泉×そばのきっかけ講座（七福荘）

・ジョセササイズ講座

　日本ジョセササイズ協会　鈴木孝之会長

１７名

 

 

（２）小学校・中学校・高校の総合的な学習の時間や探求学習に関わり、様々な関係機関・関係 

   者を地域とつなぎながら福祉教育の推進に努めた。 

 ・「福祉学習のすすめ」を小中高校・放課後児童クラブへ配布した。 

 ・防災教育では、サロンや他機関とつながることができた。 
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学校名 開催日 授業名 内容 人数 協力者等

つがわ児童クラブ 6/21、8/18

8/22、11/15

11/16

・つながる花🌸

花プロジェクト

・世代間交流

「花を植える・育てる・押し

花を作る・作品を作る・配

る」活動をボランティアや老

人クラブ、地域サロンで世代

間交流を図る

32

・3・4区地

域の茶の間

・ボラン

ティアサロ

ン

・地域ボラ

ンティア

かみかわ児童クラブ 7/26、8/8、

9/26、11/22

9 ・地区老人

クラブ

・高清水サ

ロン13名

・ボラン

ティア２名

みかわ児童クラブ 7/5、8/18，

11/15

14 ・地区老人

クラブ

・ボラン

ティア２名

つがわ児童クラブ
4月26日 福祉学習 ・「ふくしって」ミニ講座

・「エコキャップのゆくえ」
32

みかわ児童クラブ
5月17日 福祉体験 ・「ふくしって」ミニ講座

・高齢者疑似体験
22

・ボラン

ティア２名

津川小学校４年 4/27、6/1、

6/15、6/29、

7/13、9/22

福祉学習 ・「ふくしって」ミニ講座

・阿賀町あったかハートを届

けたいプロジェクト

・演奏、ゲーム、クイズで交

流 17

・ふれあい

デイサービ

ス

・津川デイ

サービス

・のんふれ

いる鹿瀬

・平堀あじ

さい会

・ほっとサ

ポートとこ

なみ

津川小学校３・４年 10月18日 福祉学習 ・「ふくしって」講話

・障がい当事者講話と交流
26 ・鈴木さん

津川小学校５・６年 10月16日

10月20日

福祉学習 ・デイサービス利用者と交流
14 ・津川デイ

三川小学校4年 11月16日 防災学習 ・地域とつながる防災食講座

（ビニールクック）
14

・五十沢サ

ロン4名
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学校名 開催日 授業名 内容 人数 協力者等

阿賀津川中学校２年 6月29日

6月30日

職場体験 ・施設、事業見学

・津川デイサービス

・はつらつ健康クラブ

・にこにこ教室（保健）

・社協ってどんなとこ？

（体験）

・ふれあいデイサービス阿

賀、のんふれいる鹿瀬での体

験

・津川小学校4年の福祉体験

の場

2 ・ふれあい

デイサービ

ス阿賀

・のんふれ

いる鹿瀬

・黎明学舎

阿賀津川中学校

2・3年

9月14日 福祉学習

防災学習

・「ふくしって」講話

・防災講話「災害に備える」

・小地域別防災講座（ハザー

ドマップ等）

・ミニ座談会「災害に備えて

地域にあったらいいな」創出

77

・津川地区

民生委員

・阿賀町庶

務防災係

・NTT東日

本

・黎明学舎

阿賀津川中学校1年

×阿賀黎明高校2年

5/19、6/8、

9/14

阿賀町さいこう

プロジェクト

・中高連携プログラム

　高校生企画のプロジェクト

に中学生が関わる

中31

高14

・のんふれ

いる鹿瀬

阿賀黎明高校1年 10月13日

10月27日

福祉体験学習 ・「ふくしって」

・「ふれあい・いきいきサロ

ン」について

16 ・平堀あじさ

い会

・船渡サロン

・豊川豊寿会

・小花地サロ

ン

・黎明学舎

阿賀黎明高校1年 12/8、1/19、

2/2、2/9、

3/8、春休み

阿賀町さいこう

プロジェクト

・探求型学習のサイクルを体

験し、問いを立て2年時に自

己プロジェクトを実践する準

備をしていく

6 防災、子ど

も、ボラン

ティアで実

施予定

★町地域福

祉活動計画

ワーキング

チームとも

協働予定
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学校名 開催日 授業名 内容 人数 協力者等

阿賀黎明高校2年 5月29日～12月地域学福祉チー

ム

・NPO七福の恵の活動を知

る

地域を支え、関係人口を増や

す取組みを実践している同団

体から学びプロジェクトを立

案→上川地区ボランティアと

弁当作り（鬼まんじゅう）、

七福荘で炭づくりをし、キッ

ズサロンでプレゼント

5 ・NPO法人

七福の恵

・阿賀黎明

高校探求

パートナー

ズ

・黎明学舎

・上川地区

ボランティ

ア

・キッズサ

ロン  

 

（３）はつらつ健康クラブ利用者 80 名を対象に、ボランティア講座の案内を通じてボランティア 

  センターの取組みの紹介、赤い羽根共同募金事業、地域福祉活動計画づくりに向けた座談会 

  の取組みの紹介し、広報に努めた。 

 

（４）ボランティアセンターの取組みを地域住民に発信し、ボランティアに関する相談はエリア 

   担当だけでなく情報を共有する仕組みづくりを行った。 

方　法 内　容

社協だより「よつば」掲載 ・個人や団体の活動の様子や想いを見える化し、シリーズで掲載

チラシ・登録票の設置 ・公民館、川屋敷にチラシや登録票を継続して設置

・キッズサロンサポーターのチラシ・登録票を中・高校に掲示・設置

掲示板の設置 ・やまぶきの里内に事業募集や報告を掲示

生活支援ニーズ調査 ・介護支援専門員連絡会議で、「みんなでささエール事業」について

　意見交換を実施

登録票・台帳によるマッチング ・台帳の様式を見直し、エリア内での迅速な調整に努めた

LINE公式アカウントの運用 ・ボランティアセンターの公式アカウントを開設し、講座の募集、報告、

　お知らせ等の発信に努めた

・今後、業務効率化としてマッチングの活用をめざす  

 

（５）ボランティア活動者の支援として、グループ支援や登録団体のサポートなどに努めた。 

  ・ボランティア交流会で団体紹介の掲示ブースを設置し、活動紹介やメンバー募集を掲

  載 

 ・ボランティア活動団体へヒアリングを行い、課題や展望の把握に努めた（地域福祉活

  動計画のニーズ調査の一環として実施） 

 ・団体活動の場づくり、相談支援 
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団体名 内容 実施日 参加者

ボランティアサロン

いどばた

五十沢集会所を会場に出張型を

開催し拭き布作りや共募資材等

を作製

6月20日 5名

阿賀町赤十字奉仕団 わんぱくキッズサロンで防災講

座
7月23日 5名

おやG’ｓキッチン 料理活動を中心としたシニア男

性の集う場として活動中

・ボランティア講座

・キッズサロン夏祭り

8月4日

8月20日

（3名）

25名

41名

シニア食堂 １区集会所で出張型シニア食堂

「そば打ち会」を実施
11月24日 40名

読み聞かせボランティア

「絵本のとびら」

（公民館）

キッズサロンで読み聞かせ

7月23日

10月22日

11月19日

（1名）

5名

19名

21名

阿賀町食生活改善推進員 深戸はつらつクラブでミニ座談

会とフレイル予防食講座
8月4日

（3名）

8名

キッズサロンでおやつ作り 1月21日

2月18日

3月17日

13名（2名）

8名（3名）

13名（3名）

配食サービスボランティア 町事業の配食サービスの弁当配

達を兼ねて見守りや傾聴などを

行う
年間101回

津川　9名

鹿瀬　15名

上川　11名

三川　20名

キッズサロンサポーター キッズサロンの運営ボランティ

ア　※月１回未就学児の親子を

対象にしたサロン

キッズサロン

年12回

中学生　3名

高校生　8名

ひとり親世帯弁当配布ボラ

ンティア

町外業者寄付弁当を配布

フードバンク食料配布
週2回 9名

施設ボランティア たんぽぽ利用者と野菜苗植え 5月16日 1名

 

 ・ボランティア団体へ活動助成（赤い羽根共同募金助成事業）

おやG’ｓキッチン 40,000円

ボランティアサロンいどばた 40,000円

暮らしネット阿賀 40,000円
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 ・ボランティア登録状況 

年　度 個人登録 団体登録

令和3年度（新規登録） 159（9） 3（0）

令和4年度（新規登録） 102（16） 5（2）

令和5年度（新規登録） 108（13） 5（0）

Ｒ５年度内訳

津川49（10）/鹿瀬15（0）/上川24（3）/三川20（0）
 

 

 ・収集ボランティア 

個人 団体

エコキャップ 10 14

ふき取り布 15 0

★フードバンクあがによる搬送協力

5月16日 68,000個 ワクチン42.5人分

★社会福祉協議会搬送

12月11日 186,620個 ワクチン217人分  

 

（６）ボランティア活動へのフォローアップ研修や交流会を開催し、活動の継続支援に努めた。 

ボランティア交流会 12月25日 ・地域福祉活動計画とみんなでささエールの

　取組みについて

・ボランティア団体紹介掲示ブース

・福祉施設ボランティアニーズ

・笑いヨガ講座

　インストラクター成田尚美　氏

・興味関心のグループづくり

　「あったらいいな」創出

・高校地域学「鬼うまプロジェクト」紹介

29名

 

 

（７）社会教育団体・教育機関と連携・協働し情報発信の場としての協力やボランティア派遣等 

   で連携を図った。 

 

（８）生活困窮に関する相談件数の増加に伴い、食糧支援のニーズの高まりのためフードバンク 

   あがと連携し食糧支援やフードドライブを実施した。 

 ・フードドライブ 12 件   食糧支援 17 件 
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（９）みんなでささエール事業において、身近な地域住民がボランティアとして生活支援活動に 

   取り組んだ。 

主な内容 件数 前年度実績 前年比 Ｒ5 Ｒ4

片付け 1 36 3% 利用延べ人数 43人 66人

雪かき・道付け 34 64 53% 活動者延べ人数 71人 175人

話し相手 27 39 69% 活動延べ時間 76.5時間 143.5時間

買い物代行 17 33 52%

外出付添い 7 8 88%

その他 3 1 300%

89 （201件） 44%
 

 

（10）ボランティア活動を推進していくために、事業の企画立案、ボランティアセンターの機能 

   や運営について協議・実行するための「運営委員会」に、エリア別・企画班・活動支援班 

   の機能を持たせ、委員会を開催した。 

第1回 4月24日 ・令和4年度事業報告について

第2回 7月3日 ・ボランティアセンター事業進捗状況報告

・ボランティア講座の企画について（企画部）

・ボランティア団体活動支援について（活動支援部）

第3回 10月2日 ・ボランティアセンター事業進捗状況報告

・ボランティア講座の運営について（企画部）

・ボランティア交流会について（活動支援部）

第4回 令和6年1月21日 ・令和５年度事業のふり返り

・令和６年度事業計画について  

 

（11）生活支援ボランティア養成講座として「ジョセササイズ講座」等を実施し、新たな社会資 

   源の開発に努めた。   ※１－（１）担い手づくりで報告 

 

（12）県北地域市町村社協と合同で研修会を開催し、広域連携のネットワークづくりに努めた。 

研修名 令和5年度第2回県北市町村社協災害ボランティアセンター研修会

日時 12月１日（金）

会場 ほっとHOT・中条（胎内市）

参加社協 新発田市・村上市・五泉市・阿賀野市・胎内市・聖籠町・関川村・

粟島浦村・阿賀町　（9社協）

内容 ・災害ボランティアセンターにおけるニーズとは

・ボランティア活動に必要な作業の見立て

講師 にいがた災害ボランティアネットワーク　理事長　李　仁鉄　氏  

 ・ネットワークづくりを意識した防災学習として、町赤十字奉仕団ほか、関係機関と連

  携して取り組んだ。 １－（１）で報告 
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３．わんぱく★キッズサロン事業／ブックスタート事業 

 ・さつまいもを通した活動で地域の団体とつながるなど、ネットワークづくりを活かし

  た活動に取り組んだ（植える～掘る～つるを使ったリースづくり、など）。 

回数 主な内容 協力者 保護者 子ども サポーター ボランティア

12回

・さつまいも植え

・防災クッキング

・芋ほり

・プレにこにこ教室ほか

保健師

農村女子会

日赤奉仕団

地元商店

94 127 39 21

 

 ・絵本を介したふれあいづくりのきっかけになりよう、10 か月児を対象に絵本のプレ

  ゼントを行った。 １３名 

 

４．ふれあいいきいきサロン事業 

（１）詐欺被害予防や交通安全、介護予防、歯科衛生、防災に関する外部講師の調整や新規立ち 

   上げ地区へのきっかけづくりなど、サロンの活動支援を行った。 

 

（２）サロン開催実績に応じて助成を行った。 

津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

8 4 4 13 29

（8） （4） （3） （11） （26）

842 229 365 806 2,242

（574） （257） （323） （587） （1,741）

（　）は前年度 助成額　 200円×2,242人＝448,400円

実施地区数

延べ参加者数

 
 

（３）サロン交流会を開催し、サロンのお悩みを話し合いながら、続けるヒントや再開のヒント 

   など、解決のヒントを見つける情報交換を行いました。 

    令和６年２月２９日（木） 阿賀町総合福祉センターやまぶきの里 

    講師：実家の茶の間・紫竹 代表 河田 珪子 氏 

    参加者： サロン代表者 ３３名 参加団体：町社会教育課、スカイハブ 

 

５．阿賀町社会福祉大会の開催 

  11 月 25 日  阿賀町総合福祉保健センターやまぶきの里  参加者 64 名 

 

（１）社会福祉の発展に功績のあった社会福祉関係者を表彰し、表彰を通して優れた活動の紹介   

   をすることで、福祉活動の普及等に努めた。 

 ①本会の役員及び評議員で 10 年以上勤務し、特に功績顕著な者 

  長谷川 勇 様 

 ②ボランティア活動を 10 年以上継続し、功績顕著である者 
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  杉崎 ミサオ 様、佐藤 勝彦 様、宇佐美 佐知子 様、長谷川 守 様 

 

（２）講演を通して「助け合いの地域づくり」をめざし、地域福祉活動の推進のきっかけづくり  

   に努めた。 

   講師：IIHOE 人と組織と地球のための国際研究所 代表 川北 秀人 氏 

   演題：人口・世帯構成の推移から見る、阿賀町の地域づくりのこれまでとこれから 

６．生活支援コーディネーター事業 

  生活支援コーディネーター事業を受託し、社会福祉協議会の地域福祉事業と関連付けながら  

  地域座談会やヒアリングを通じて、地域住民からニーズ把握や支え合う仕組みづくりを住民 

  と共に考える取り組みを行った。 

内容等 回数等

社協・地域包括支援センター連携会議 6回

自立支援型地域ケア個別会議 3回

介護支援専門員連携会議 1回

地域コミュニティについて考える会（上川地区） 4回

阿賀町生活支援体制整備事業協議体会議 1回

地区座談会（旧町村単位） 4回

団体ヒアリング 58団体

配食サービス事業者研修会議 1回

阿賀黎明高校2学年地域学　七名地区の暮らしを知る・弁当作り 10回

食推伝達講習・食と見守りの座談会（深戸元気クラブ） 1回

社協だより「よつば」：生活支援コーディネーター通信 4回

食と見守りをテーマにした座談会（平堀・太田・小花地・船渡） 4回

ボランティアきっかけ講座「ジョセササイズ講座」 1回

ふれあいいきいきサロン交流会 1回

あがまち食の生活支援ガイドブック作成

団体活動の促進　シニア食堂×１区　そば打ちの会 1回  

 

７．配食サービス事業 

  弁当の配達と共にボランティアによる見守りや傾聴、学童クラブの「かけ紙」作りの参加な 

  ど、小学生や高校生が事業に関わり、多世代の展開に努めた。（年間 101 回） 

津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

利用者延べ人数 303 235 125 238 901

（前年度） 244 245 128 212 829

延べ配布数 2,309 1,704 836 1,734 6,583

（前年度） 1,854 1,889 982 1,518 6,243  
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８．訪問理美容サービス事業 

津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

利用実人数 1 0 2 0 3

（前年度） 0 0 4 0 4

利用延べ人数 1 0 2 0 3

（前年度） 0 0 8 0 8  

 

 

９．寝具乾燥消毒サービス事業 

津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

利用実人数 4 0 1 0 5

（前年度） 3 0 1 0 4

利用延べ人数 13 0 6 0 19

（前年度） 16 0 6 0 22  

 

１０．身体障害者等タクシー利用料助成事業 

津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

登録人数 21 10 2 9 42

（前年度） 25 11 2 9 47

利用実人数 16 3 0 5 24

（前年度） 14 3 0 3 20

利用延べ枚数 162 36 0 45 243

（前年度） 112 21 0 36 169  

 

１１．生活支援移送サービス事業 

津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

実人数 15 5 12 2 34

（前年度） 19 14 12 0 45

延べ人数 111 19 40 2 172

（前年度） 87 31 56 0 174  
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 本会の相談支援は、様々な生活課題や日常生活の困りごとを抱える世帯を対象として、専門職

が幅広く相談を受け、必要に応じ資金貸付や食料支援、福祉サービス利用援助、金銭管理、福祉

サービス、ボランティア事業等、多様な課題解決策を用いて支援しました。 

 また、当事者が地域とつながり、地域社会に参加しながら生活することができるよう伴走し寄

り添いながら、継続的に関わり、制度外の福祉ニーズにも対応した柔軟な支援に努めました。 

 

１．相談支援 

新規相談 津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

生計 2 2 4

生活保護 2 2

生活福祉資金 2 1 3

小口資金貸付 5 2 3 2 12

日常生活自立支援事業 3 2 5

成年後見 3 1 1 5

ささエール事業 10 3 4 17

配食サービス事業 0

寝具乾燥/訪問理美容

家族 1 1

健康・保険・衛生 1 1

医療

財産・遺言

児童

障がい者福祉

母子父子福祉

高齢者福祉

苦情

問い合わせ 1 1

その他 1 1 2 4

合計 27 7 12 9 55  

 

 

 

 

Ⅲ 伴走型の個別支援の推進 
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経過記録 津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

生計 8 1 1 6 16

生活保護 4 2 6

生活福祉資金 1 1

小口資金貸付 16 1 5 1 23

日常生活自立支援事業 5 2 7

成年後見 4 1 5

ささエール事業 6 1 7

配食サービス事業 1 1

寝具乾燥/訪問理美容

家族

健康・保険・衛生

医療

財産・遺言

児童

障がい者福祉

母子父子福祉

高齢者福祉 1 1

苦情

問い合わせ

その他 5 5

合計 45 2 15 10 72  

 

２．生活福祉資金貸付事業（新潟県社協委託事業） 

  低所得者や高齢者・障がい者世帯、関係者等からの貸付や償還に関する相談に応じた。 

 貸付実績 

資　　金 令和５年度 令和４年度

生活福祉資金（福祉費） 0 0

緊急小口資金 0 0

緊急小口資金（特例貸付） 0 4

総合支援資金（特例貸付） 0 2  

※新型コロナ特例貸付は、令和４年 9 月末日で終了済み 
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３．小口資金貸付事業 

  本会独自の貸付事業として生計に関する相談を受けやすくし、必要に応じ行政や生活困窮者 

  自立支援機関等の関係機関へつないだ。 

令和５年度 津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

貸付人数 6 4 5 3 18

　当年度新規 1 1 3 1 6

　完済 4 2 2 2 10

　償還期間内：償還中 1 1 2

　償還期間外：償還中 2 1 3

　滞納者 1 2 3  

※参考　令和４年度 津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

貸付人数 6 5 8 6 25

　当年度新規 6 2 3 3 14

　完済 1 1 6 4 12

　償還期間内：償還中 5 1 1 1 8

　償還期間外：償還中 2 2

　滞納者 1 1 1 3
 

 

４．日常生活自立支援事業（新潟県社協委託事業） 

  判断力が不十分な方に様々な福祉サービスの利用に関する相談・情報提供や日常的な金銭管 

  理に関する通帳預かりや支払い支援などを行った。 

津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

契約数 2 1 1 0 4

（前年度） 2 1 1 0 4  

 

５．成年後見制度法人後見事業 

 （１）家庭裁判所から選任された被後見人等の財産管理や身上監護等を行い、本人らしい生

 活ができるよう地域住民や関係機関ともつながりながら支援を行った。 

津川地区 鹿瀬地区 上川地区 三川地区 合計

後見類型 1 1 1 3

（前年度） 2 1 1 1 5

補佐類型 2 2

（前年度） 1 1 2

補助類型 2 2

（前年度） 0 0

在宅：5／施設：２（令和4年度　在宅：２／施設：５）

　※地区は登記上の住所地による
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（２）法人後見運営委員会を開催し、業務の公平性や専門性を確保するため受任の適否や事案 

 の支援方針等の検討を行った。 

第１回 9月7日 ・正副委員長の選任について

・受任審議　1件

・受任ケースの現況報告について

第２回 2月21日 ・受任審議　1件

・受任ケースの現況報告について  

 

 

 

 各介護事業所では、利用者の健康と安全を守り、暮らしを支える介護専門職として「ポストコ

ロナ」にも応じて福祉サービスを継続できるように努めました。また、制度の狭間で困難な生活

課題を抱える人も含め、安心して利用できるサービスの提供とその質の向上に努め、地域への介

護情報の発信等により、介護予防事業の普及啓発を推進しました。 

 

１．ケアプランセンターやまぶき（居宅介護支援事業所）配置：４名 

 （１）介護保険法に基づき、介護、介護予防、介護予防・日常生活支援総合事業のサービス利

 用者を対象としてケアプランを作成した。 

（件） 要介護者 要支援者 事業対象者 合　計

作成数 1,364 489 344 2,197

（前年度） 1,459 463 115 2,037  

 

 （２）利用者がその心身の状況等に応じ適切なサービスを利用できるよう、サービス事業者や

 行政等との連絡調整、モニタリング等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 安心安全な介護・生活支援サービスの提供と福祉を支える人材の確保・育成・定着 
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 （３）町地域包括支援センター主催の介護支援専門員連携会議等に参加し、情報共有や専門性

 の向上等に努めた。 

阿賀町介護支援専門員連絡会議 4月20日 ・阿賀町地域包括支援センター職員体制

・高齢者数及び認定状況

・研修計画について

12月14日 ・スカイハブの活動内容について

・グループワーク

居宅介護支援事業所管理者連絡会 6月15日 ・地域包括支援センター活動報告

・ケアプラン点検

10月12日 ・地域包括支援センター活動報告

3月27日 ・事業所指定について

・住宅改修の受領委任払い制度について

阿賀町自立支援型地域ケア個別会議 7月14日 ・事例検討

・モニタリング

9月22日 ・事例検討

11月17日 ・事例検討

・モニタリング  

 （４）感染症や自然災害が発生した場合であっても、居宅介護支援サービスが安定的かつ継続

 的に提供できるよう「業務継続計画（BCP）」を作成した。 

 

 （５）事業所内での連絡会議を定期的に行うことで、担当以外のご利用者の情報の共有がで

 き、担当者不在でも支援が滞らないようにすることができた。また、支援の困難な事例

 の検討も行い、担当者が一人で抱え込むことなく支援の方法が広がるように努めた。 

 

 （６）社会福祉協議会として法人の強みを活かし地域福祉係との連携を深め、みんなでささ

 エール事業や日常生活自立支援事業、法人後見制度等の活用に努めた。 
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２．介護予防通所介護・通所介護事業 

 （１）介護保険法に基づき、介護・介護予防のサービス利用者を対象として、通所介護サービ

 スを提供した。 

 

 （２）介護保険法に基づき、介護予防・日常生活支援総合事業のサービス利用者（事業対象

 者）を対象として、介護予防通所型サービス（緩和した基準によるサービス）を実施し

 た。 

 

 （３）利用実績について          ※登録人数は令和６年３月末現在 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ４ Ｒ５

登録人数 69 70 65 60 69 60 45 72

利用延べ人数 6,887 6,796 5,714 5,480 6,406 5,237 1,959 2,736

１日平均利用者数 22.2 19.9 18.8 17.6 20.7 16.8 8.4 11.5

令和５年度目標数 25.0 21.0 23.0 －

年間開設日数 310 310 304 310 309 310 232 238

稼働率 74.1% 66.6% 75.2% 70.7% 69.1% 56.3% 42.2% 57.5%

津川デイサービスセ

ンター（定員30人）

鹿瀬デイサービスセ

ンター（定員25人）

上川高齢者生活福祉セ

ンター（定員30人）

ふれあいデイサービス

阿賀（定員20人）

 

 ①平均利用者数の増加については、ケアマネージャーを介して既存利用者の利用回数の

  増加を働きかけた。 

 ②新規利用者獲得のため、居宅介護支援事業所への声かけ等の働きかけを行った。 

 ③ふれあいデイサービス阿賀については、地域サロンへの参加などにより事業の PR を 

  行ったり、利用者同士が誘い合うことで体験利用につながり利用者が増加した。 

 

 （４）新型コロナウイルスの５類移行に伴い、イベントや交流、福祉学習の受入れ等、地域の

 方やボランティアと関わりを積極的に行った。 
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事業所 日にち 内容 団体名等 人数

津川デイサービス 4月26日 押し花つくり・レク交流 三川中学校１年生 12

6月1日 福祉体験 津川小学校４年生 12

7月13日 福祉体験 津川小学校４年生 12

10月16日 福祉体験 津川小学校５年生 17

10月20日 福祉体験 津川小学校６年生 26

12月19日 クリスマス&忘年会 いなばの仲間たち 4

鹿瀬デイサービス 11月17日 さわやかとおりみち花植え 津川小学校２年生 17

12月12日 クリスマス&忘年会 さざなみ会 5

12月15日 クリスマス&忘年会 個人 1

上川福祉センター 10月14日 除草作業 宝寿会（三宝分地区） 21

10月24日 敬老会 いなばの仲間たち・さざなみ会 5

室谷青年会（子ども） 5

10月26日 敬老会 いなばの仲間たち・さざなみ会 5

室谷青年会（子ども） 5  

 

 （５）専門性の向上とサービス提供に関して高い意識をもった職員の育成にため、研修会等へ

 の参加に努めた。 

外部研修

事業所 日にち 研修名・講座名 人数

津川デイサービス 6月2日 安全運転管理者講習 1

7月28日 令和5年度介護サービス事業者集団指導（阿賀町） 1

10月19・20日 甲種防火管理者新規講習会 1

11月20日 BCP研修会 3

12月15日 令和5年度管理者等研修会 1

12月28日 令和5年度通所介護事業所集団指導（県） 4

1月16・30日 デイサービス事業所向け介護報酬セミナー 2

鹿瀬デイサービス 5月31日 新型コロナ感染症に関する高齢者施設向け予防拡大防止講習会 1

7月27日～8月31日 介護支援専門員受験対策研修会 1

9月22日 コンフリクトマネジメント研修 1

10月25日 風通しの良い職場の作り方研修 1

10月26日 聴く力研修 1

11月27日 食品衛生講習会 1

12月22日 高齢者介護施設等における新型コロナ感染症対策研修会 1

1月5日 令和5年度通所介護事業所集団指導 1

上川福祉センター 5月31日 新型コロナ感染症に関する高齢者施設向け予防拡大防止講習会 1

7月12日 社会福祉施設安全管理研修会 1

7月3日～８月29日 認知症介護実践者研修 1

7月27日～8月31日 介護支援専門員受験対策研修会 1

12月22日 高齢者介護施設等新型コロナ感染症対策研修会 1

1月4日 令和5年度通所介護事業所集団指導（県） 1  
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内部研修 

事業所 日にち 内容等

津川デイサービス 7月3日・10日 救命救急講習会

7月12日 通所介護事業のIT導入に伴う効率化と収益化に向けて

7月21日 地域福祉活動計画策定に係る主任以上研修

9月21日 感染症・食中毒防止について

9月26日 虐待防止・身体拘束等について

10月3日 事故・緊急時の対応について

10月10日 個人情報の定義について

10月13日 褥そう予防について

鹿瀬デイサービス 7月12日 通所介護事業のIT導入に伴う効率化と収益化に向けて

7月19日 救命救急講習会

12月8日 IT研修会（施設長）

上川福祉センター 6月20日 事故・緊急時の対応について

7月6日 機械浴槽の取扱い（OG技研）

7月12日 通所介護事業のIT導入に伴う効率化と収益化に向けて

通所介護運営指導報告と改善点について

10月24日 虐待防止・身体拘束等について
 

 

 （６）職種別会議、各種委員会を定期的に開催し、情報の共有や取組みの検討、方針等の整備を図

 った。 

会議名 参集者 頻度等

代表者会議 係長・施設長・管理者 月１回

施設長会議 施設長 月１回

主任生活相談員会議 主任生活相談員 月１回

看護職員連携会議 係長・看護職員 月１回

担当者会議 随時

感染症対策委員会 各事業所代表者 年４回

虐待防止適正委員会 各事業所代表者 年４回

給食委員会 津川デイサービス内 年６回

衛生委員会 各事業所内 月１回

苦情解決委員会 係長・施設長・管理者 年１回
 

 

 

３．介護予防・日常生活支援総合事業 

 （１）マシンを活用した介護予防事業「はつらつ健康クラブ」を実施し、シニア層の介護予防に努

 めた。 

  

 （２）シニア層のメンバーが主体のため、ボランティア講座・きっかけ講座などの参加につなが

 り、ボランティア活動などの参加者が増えた。 
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 （３）利用実績について 

Ｒ４年度 Ｒ５年度

利用実人数 101 109

利用延べ人数 3,974 4,353

１日平均利用者 17.2人 18.4人

年間開設日数 230 234
 

 

４．役職員研修参加状況 

日にち 場所 研修名等 氏名

5月31日 オンライン 新型コロナ感染症高齢者施設向け感染予防講習会 石川幸子・伊藤美佐子

6月8日 オンライン 令和5年度市町村社協生活福祉資金担当者連絡会議 斎藤淳也

6月16日 ユニゾンプラザ 令和5年度市町村老連事務局担当者研修会 加藤裕美

6月27日 町公民館 令和5年度要保護児童対策地域協議会代表者会議 加藤　剛

7月6日 役場鹿瀬支所 認知症高齢者等見守りシール交付事業導入説明会 斎藤淳也・渡部文子

7月11日 ふれあいプラザ 第56回新潟県身体障害者福祉大会・地域団研修会ほか 加藤　剛・斎藤陽子

7月12日 オンライン 社会福祉施設安全管理者研修会 長谷川将樹

7月14日 町公民館 令和5年度第1回阿賀町自立支援型地域ケア個別会議 加藤裕美

7月13日 新潟市消防局 患者等搬送事業乗務員基礎講習会（基礎車椅子専用） 熊倉一美

7月28日 町役場本庁 令和5年度介護サービス事業者集団指導
加藤剛・長谷川久秋・荒木

豊子

7月19日 オンライン 令和5年度市町村社会福祉協議会事務局長会議 加藤　剛

8月4日 オンライン 令和5年度市町村共同募金委員会事務局長会議 渡部清子

7月27日 上川会館 ケアマネージャー受験対策パーフェクトゼミ（全4日） 田邉節子

7月3日 ハートフルあたご 認知症実践者研修 齋藤カツエ

9月22日 ユニゾンプラザ コンフリクトマネジメント研修 佐藤幸子

8月24日 町公民館 令和5年度阿賀町市民後見人（法人後見支援員）養成研修 長谷川有美

9月14日 町公民館 令和5年度阿賀町市民後見人（法人後見支援員）養成研修 荒木豊子

9月22日 町公民館 令和5年度第2回阿賀町自立支援型地域ケア個別会議 加藤裕美

10月3日 ふれあいプラザ 第31回ミュージックふれあい交流会 斎藤陽子

10月6日 ユニゾンプラザ 創立60周年記念新潟県老人福祉大会 加藤 剛・加藤裕美

10月19日 町消防本部 甲種防火管理者新規講習会（～20日） 長谷川久秋

10月19日 上越文化会館 第73回新潟県民福祉大会 加藤 剛・渡部清子

10月25日 オンライン 風通しの良い職場の作り方研修 杉崎伸夫

10月26日 オンライン 聴く力研修 波田野美佐子

11月9日 オンライン 令和5年度新潟県介護支援専門員実務研修実習指導者事前研修 荒木豊子

11月7日 町文化福祉会館 第38回雪シンポジウム ㏌ 阿賀町 加藤剛・斎藤淳也

11月12日 オンライン BCP研修会～通所施設のBCPを考える 長谷川久秋

11月17日 町公民館 令和5年度第3回阿賀町自立支援型地域ケア個別会議 加藤裕美・長谷川有美

12月1日 ほっとHOT中条 令和5年度県北9市町村社協合同災害ボランティアセンター研修会 斎藤淳也
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日にち 場所 内容等 氏名

12月15日 オンライン 令和5年度管理者研修会 長谷川久秋

12月14日 町公民館 令和5年度第2回阿賀町介護支援専門員連絡会 長谷川有美

12月22日 オンライン 高齢者介護施設等新型コロナウイルス感染症対策研修会 清野弥生

12月27日 オンライン 令和5年度通所介護事業所集団指導 長谷川久秋

1月4日 オンライン 令和5年度通所介護事業所集団指導 長谷川将樹

1月5日 オンライン 令和5年度通所介護事業所集団指導 遠藤芳幸

1月12日 オンライン 令和6年能登半島地震における県内状況等の報告会 斎藤淳也

1月16日 オンライン 令和6年度デイサービス事業所向け介護報酬改定セミナー 大江幸子

1月30日 オンライン 令和6年度デイサービス事業所向け介護報酬改定セミナー 伊藤淳一

2月6日 新発田市ボランティアセンター 令和5年度第2回県北9市町村社協災害ボランティア担当者会議 斎藤淳也

2月9日 町役場鹿瀬支所 令和5年度第2回阿賀町成年後見センター運営委員会 斎藤淳也

2月20日 オンライン 令和5年度家庭裁判所と家事関係機関との連絡協議会 谷垣智子

2月20日 やまぶきの里 阿賀町フードバンク連絡検討会 谷垣智子

2月27日 オンライン 令和5年度第2回市町村社協共同募金委員会事務局長会議 加藤　剛

3月26日 オンライン 令和5年度生活福祉資金実務者研修 谷垣智子

7月14日 ユニゾンプラザ 県共同募金会令和5年度第1回理事会 阿部会長

10月19日 上越文化会館 第73回新潟県民福祉大会 阿部会長

2月2日 ユニゾンプラザ 県共同募金会令和5年度第5回理事会 阿部会長
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１．その他受任団体事務 

（１）阿賀町老人クラブ連合会 

   連合会事務局として書類申請や事業の企画運営、連絡調整等の事務を行い、会員の健康づくり 

   や仲間づくりにつながるよう運営に努めました。また、社会福祉協議会としては、地域の支え 

   合い活動の担い手としての関係づくりを意識的に行い、今後の地域福祉活動への参加のきっか 

   けづくりをねらいとして関わりました。 

　月日 事業名 場所 参加数 内容等

4月24日  第１回役員会 （ 会計監査） やまぶきの里 10 令和6年度事業計画等

5月8日 町補助金交付申請 阿賀町役場 活動促進事業補助金の額確定（５月３１日）

5月8日 町補助金実績報告 阿賀町役場 老人クラブ運営費補助金の確定（５月３１日）

5月8日 下越地区老連連絡協議会第1回理事会 ユニゾンプラザ 2 広瀬会長　酒井会長

5月10日 評議員会（総会） 麒麟館 19 定期総会

5月17日 県老連第１回理事会 ユニゾンプラザ 1 広瀬会長

5月24日 赤い羽根共同募金助成申請 やまぶきの里

6月5日 町補助金の概算払い 阿賀町役場

6月12日 赤い羽根共同募金助成金決定交付 やまぶきの里

6月16日 事務局担当者研修会 ユニゾンプラザ 1 町老連事務局

6月18日 ゲートボール大会打合せ やまぶきの里 5

6月21日 赤い羽根助成決定交付式 やまぶきの里 1 広瀬会長

6月27日 ゲートボール大会打ち合わせ やまぶきの里 5 事前準備等

7月31日 第２回役員会 やまぶきの里 9 今年度事業（研修旅行、スポーツ大会）

9月7日 第44回町老連ゲートボール大会 鹿瀬スポーツパーク 91 1位宝寿会松　2位九島ひまわり　3位九島桜

10月4日 スポーツ大会実行委員会 やまぶきの里 10

10月6日 創立60周年記念新潟県老人福祉大会 ユニゾンプラザ 6 功労者表彰　谷沢会　佐久間繁義氏

10月19日 第73回新潟県民福祉大会 上越文化会館 1 新潟県社会福祉協議会長表彰　特別表彰

10月18日 第44回町老連スポーツ大会 鹿瀬体育館 170

11月7日 下越地区老連連絡協議会リーダー研修会 ユニゾンプラザ 5 老人クラブ基本のき・オーラルフレイル・意見交換

11月８・9日 令和5年度全国老人クラブ大会 秋田県 欠席 老人クラブ育成功労表彰　（県老連　広瀬理事）

11月9・10日 役員研修 寺泊・弥彦 16 燕市老人クラブ連合会視察

12月12日 市町村老連会長会議 ユニゾンプラザ 1 広瀬会長

1月11日 町補助金（後期分） 阿賀町役場

1月23日 第３回役員会 やまぶきの里 9 リーダー研修会について

2月27日 リーダー研修会 小会瀬 21 老人クラブと地域づくり、ヒアリング、活動報告

3月19日 第４回役員会 やまぶきの里 10 令和6年度事業計画等

3月29日 県老連第２回理事会 ユニゾンプラザ 1 広瀬会長
 

 

（２）下越地区老人クラブ連合会 

   令和 4 年度より町老人クラブ連合会会長が、下越地区連合会会長を受任したことから、地元老 

   連事務局が下越地区老連事務局も担うこととなっているために事務を受任。スムーズな運営に 

Ⅴ その他 
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   努めた。 

月日 事業名 場所 参加数 内容等

5月8日 会計監査 新潟ユニゾンプラザ 4

5月8日 第1回理事会 新潟ユニゾンプラザ 役員交代・Ｒ4事業報告・決算、Ｒ5

事業計画・予算、リーダー研修会

11月7日 令和5年度下越地区老連連絡協議会

リーダー研修会

新潟ユニゾンプラザ 21 ・老人クラブの組織と運営

・講演「オーラルフレイと噛むこと

の重要性」　（株）ロッテ

・グループワーク８意見交換）  

 

（３）阿賀町身体障害者福祉協会 

   当事者団体の団体事務として事業の企画運営や連絡調整を行い、会員の交流や社会参加に努め 

   た。会員の高齢化もあり、参加数の減少や会員の減少が進行している。 

月日 事業名 場所 参加数 内容等

4月26日 令和5年度総会・花見交流会 やまぶきの里 10 事業報告・決算・事業計画・予算

7月11日 第56回新潟県身体障害者福祉大会 新潟ふれあいプラザ 7 地域団体研修会・会員総会

10月3日 第31回ミュージックふれあい交流会 新潟ふれあいプラザ 9

11月3日 阿賀町文化祭　第15回合同作品展 鹿瀬体育館 4 陶芸作品の出店
 

 

 

２．施設管理運営 

（１）阿賀町総合福祉保健センターやまぶきの里 

項目 内容等 人数

検診等 各種検診、乳幼児健診、療育教室、ことばの相談会 2,565

ゲートキーパー養成講座、市民後見人養成研修

健幸フェスティバル、シニア食堂、ボランティア講座ほか

新型コロナ集団接種 5/14～6/11のうちの14日間、12/15～12/23のうちの4日間 4,090

稼働日数 243日 6,655
 

 

（２）阿賀町老人福祉センター 

項目 内容等 人数

集いの場事業 深戸元気クラブ（33回） 265

総合事業 ふれあいデイサービス阿賀（51回） 623

稼働日数 265日 888
 

 

（３）阿賀町高齢者生活福祉センター生活支援ハウス 

 入居者数 令和６年３月 31 日現在 ０名 
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事業報告の附属明細書 

 

 令和５年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書

は作成しない。 

 

 

 

社会福祉法人阿賀町社会福祉協議会 


